
ISO（ISO 22628）の自動車の「リサイクル可能率」等の算出方法

「リサイクル可能率」と「リカバリー可能率」を、①前処理段階、②解体段階、③金属

分離段階、④非金属残留物処理の４段階に分けて推定する。

（０）車両の素材構成割合の宣言
　車両の素材構成を、金属、ポリマー（いわゆるプラスチック類）、エラストマー
（いわゆるゴム類）、ガラス、液体、皮等の有機物質、その他に分けて示す。

（１）前処理段階
　構成部品及び液体のうち、リユース可能、リサイクル可能なものの質量（kg）を
算出。リユース可能、リサイクル可能な構成部品及び液体として、すべての液体、
ﾊﾞｯﾃﾘｰ、ｵｲﾙﾌｨﾙﾀｰ、LPG ﾀﾝｸ、CNG ﾀﾝｸ、ﾀｲﾔ、触媒ｺﾝﾊﾞｰﾀｰが仮定されている。

ｍＰ

（２）解体段階
構成部品のうち、リユース可能、リサイクル可能なもの（各自動車メーカーが宣

言）の質量（kg）を算出。
ｍＤ

（３）金属分離段階
材料（鉄及び非鉄金属）のうち、リサイクル可能なものの質量（kg）を算出。 ｍＭ

（４）非金属の残留物の処理段階
　材料（ガラス（リサイクルのみ可能）、ポリマー、エラストマー、皮等の有機物
質、その他）のうち、リサイクル可能なもの、エネルギー回収可能なものの質量（kg）
を算出。

ｍTr(リサイクル可能)
+ｍTe（エネルギー回収可能）

リサイクル可能率＝
ｍP＋ｍＤ＋ｍＭ＋ｍＴｒ

 新車１台の質量  

リカバリー可能率＝
ｍP＋ｍＤ＋ｍＭ＋ｍＴｒ＋ｍＴｅ

新車１台の質量  

※「リサイクル（Recycle）可能率」：

新車１台あたりの質量に占めるリユース可能、リサイクル可能な質量のパーセンテ

ージ

※「リカバリー（Recovery）可能率」：

新車１台あたりの質量に占めるリユース可能、リサイクル可能、エネルギー回収可

能な質量のパーセンテージ（「リカバリー」は、「リサイクル」に、「エネルギー回収」

を含めた概念）


